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参考としたモデル事業の取組 モデル事業を参考として市町村が実際に行った取組 

地
区
医
師
会

安城市 1 ・業種ごと１４の専門部会の設置 

・安城市の地域包括ケア推進会議に設置されている１４の部会を参考に、地

域の関係機関を業種ごとに分類して専門部会を設置。各部会代表者が全体

会議に参加して、地域包括ケアに関する検討や各部会における検討状況の

報告等を実施する検討体制を立ち上げた。 

豊川市 1 
・地域包括ケア推進協議会、 

地域ケア会議の開催 

・地域包括ケア推進協議会及び地域ケア会議について、豊川市の運営状況

や設置要綱を参考にして構成員や運営体制を検討し、立ち上げた。 

田原市 1 
・ICT活用研修会、 

在宅医療介護多職種研修会 

・田原市の研修会の実施状況などを参考にテーマや講師を検討し、ICT に関

する関係機関向け研修会や在宅医療介護多職種研修会を開催した。 

医
療
・
介
護
一
体
提
供

豊明市

1 ・市民向け普及啓発講演会 
・豊明市が実施した講演会を参考に、テーマや講師を検討し、住民向けの地

域包括ケアに関する出前講座を開催した。 

1 

・自立型ケアマネジメント強化や 
多職種に視点によるケアの質向
上を図るための多職種合同ケ 
アカンファレンス 

・地域ケア会議の充実強化を図るため、豊明市の多職種合同ケアカンファレ

ンスを参考に、同様の会議の開催に向けて関係機関との調整を実施し、来年

度から開催を予定している。 

1 ・ICT の活用 

・豊明市のICT活用状況をイメージして、ICTの活用体制案を作成し、三師会

を始めとする関係機関との認識共有を行うほか、患者登録に関する同意を行

政がとることとするなど、導入に向けた検討・調整を実施した。 

1 
・地域包括ケア連絡協議会の 

設置（代表者会議、３部会） 

・豊明市の地域包括ケア連絡協議会の代表者会議や３部会の設置状況を参

考に、委員の集め方や開催ノウハウを手本とし、関係機関との調整を行い、

協議会を設置・開催した。 

1 

・藤田保健衛生大学病院の入院
患者の患者動向追跡調査し在
宅療養生活の課題を分析する
退院支援地域連携実証事業 

・医療・介護連携における具体的な課題の把握を行うため、豊明市の追跡調

査を参考に、施設入所に至った要因を、一例ずつ振り返り、集計・分析を行っ

た。また、介護認定申請者と二次予防事業申請者の申請する前と後での利

用医療機関を調査・分析した。 

1 
・地域包括ケア連絡協議会の 

設置（代表者会議、３部会） 

・豊明市の地域包括ケア連絡協議会の代表者会議や３部会の設置状況を参

考に、協議会の体制を検討して関係機関との調整を行い、専門部会を設置・

開催した。 

認
知
症

半田市

1 ・認知症部会、認知症予防教室 

・半田市の認知症部会の内容を参考にテーマを選定し、認知症に関する会
議を開催。 
・半田市の行う認知症予防教室の内容を参考に、以前から取り組んでいる運

動教室に認知症予防の内容をプラスして改善するとともに、教室数を増設し

た。 

1 ・ケアパス 

・半田市の作成した認知症ケアパスの内容を参考にケアパスを作成した。今

後、半田市と同様に予防編や支援の流れ編などの別版も作成していく予

定。 

モデル事業 

全体 
31 
市町村

・事業職種別の組織化ができていないことが弱点と分かり、取り組むことができた。 
・事業の展開方法を参考にすることができた。 
・自分たちの市でもできること、できそうにないことが整理できた。 
・モデル事業実施自治体のように行うことは難しいが、要素的に参考になることは多い。 
・取り組みが遅れている当町にとって、モデル事業のプロセスや成果・課題などとても参考になり、先の見通し 
が持てた。 

分野 項目 凡例 

モデル事業実施市以外の 

市町村の取組状況（市町村数） 

◎ ○ △ 備考 

関係機

関のネ

ットワ

ーク化

地域包括ケア

の理解 

課題・認識の 

共有 

 ◎：連携会議を４回以上開催 

 ○：連携会議を３回開催 

 △：連携会議開催が２回以下 

16 7 25 

33% 15% 52% 

医療と

介護の

連携 

ＩＣＴシステムの

活用 

 ◎：引き続き ICT を推進 

 ○：ICT を新たに導入 

 △：ICT 導入を検討 

14 7 27
(導入予定 24)

29% 15% 56% 

顔の見える関

係づくり(在宅

医療連携協議

会)、資質向上

 ◎：多職種研修会を３回以上開催

 ○：多職種研修会を２回開催 

 △：多職種研修会開催１回以下

14 12 22 

29% 25% 46% 

住民への 

普及啓発 

 ◎：講演会等を２回以上開催 

 ○：講演会等を１回開催 

 △：講演会等を未実施 

11 22 15 

23% 46% 31% 

予防 予防の取組  ○：取組を実施・推進 

48 

100% 

生活 

支援 

生活支援の 

強化策の検討

（取組） 

 ◎：取組を実施・推進 

 ○：ニーズ調査実施又は検討 

会議 １回以上開催 

 △：ニーズ調査及び検討会議を

   未実施 

23 10 15 

48% 21% 31% 

住まい

要介護等の高

齢者の住まい

の課題に対す

る検討（取組）

 ◎：取組を実施・推進 

 ○：検討会議の設置・検討 

 △：未検討 

5 2 41 

10% 4% 85% 

△のうち
未実施は 
14 市町村 

△のうち
導入予定なし 
は3 市町村 

△のうち
未実施は 
16 市町村  

資料３ 

１．モデル事業の取組を参考とした市町村の状況 

＊介護予防
事業（介護
保険地域支
援事業）に
より、既に全
市町村で実
施済。 

２．モデル事業実施市以外の４８市町村の取組状況 

モデル事業実施市以外の取組の状況 

（平成２８年１１月実施 市町村へのアンケート調査より）


